
積み重ねて
櫓を作成

公園の斜面に設置するための土台

「木製フレーム」とは

組み立て

解体

12 本の角材 1 ユニット
（450ｍｍ×450ｍｍ×450ｍｍ）

測量

水平器を用いて傾斜の高さの差を計測 実際に設置し精度確認

計 16 地点を計測し勾配を正確に把握
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概要

　灘区で毎年開催している盆踊りイベント「灘・夢ナリエ」に今年度はブ

ースにてワークショップをひらくことに加えて、イベント全体の空間提案

を行うオブザーバーとして参加しました。

　開催時期は2024年9月21日（土）、六甲道南公園にて15:00-17:30

まではあかりのワークショップ、18：00からは作成したあかりを櫓に展

示することでイベントの中心に巨大なあかりのオブジェクトをつくりだし

今まで存在しなかった盆踊りの中心となりました。

　昨年使用したフレームに合わせて追加で20個のフレーム、櫓を斜面に設

置するための土台を公園の測量によって得られたデータをもとに、地元有

志の工務店・木材加工業者の方々にご協力いただき、作成し当日は会場に

設営しました。

昼

準備

夜 集まった灯りが輝き盆踊りの中心として輝く

子どもたちが思い思いに灯りをつくり櫓を彩る

地元工務店と協力し材料を加工


